【電気通信工事業】
職種：営業　　職務：営業
【概要】

電気通信工事について、電気通信事業者、ゼネコン、一般事業者、一般顧客等に対し営業活動を行い、電気通信工事を受注する仕事。

【仕事の内容】

・自社の技術力や施工実績を把握し、電気通信技術、知識を活かし、電気通信事業者、ゼネコン、メーカー、事業者、一般顧客等に対して営業活動を行い、電気通信施工に関する工事を受注する。

・具体的には、電気通信の工法や施工方法の検討・提案、見積、顧客との折衝、契約、自社の施工管理職との技術的打合せ等を行う。求められることを実施するだけではなく、今後は、顧客に対する最適化の企画・提案を行うことが多くなると思われる。

【求められる知識・経験】

（１）営業活動を行うためには、顧客が求めている最適化システム、工法、配線、材料等の基本的要件や方法に対し回答やアドバイスが出来るように、それぞれの特性やそれに関する施工技術、技能知識、最新情報が不可欠である。

（２）顧客と適切な契約業務を行うためには、建設業法等の契約に関する法律・手続き知識が求められる。

（３）施工管理者や職長等と打合せをするためには、施工管理または施工技能の実務知識（作業手順等）が必要とされる。また、施工現場の全体像把握とその中での電気通信工事の工程、他職種との取合い、施工の進捗による材料の手配、管理及びそれに関わる移動、搬入、搬出等も実務的に知っていなければならない。

　　　営業活動をスムーズに行うためには、一定の実務経験のほか各種関連資格を取得していることが望ましい。

【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・情報配線施工技能検定（１級、２級、３級）

・職業訓練指導員（職業能力開発促進法第２８条第３項）の免許　等

労働安全衛生法に基づく資格

・職長・安全衛生責任者教育　　等

その他の資格

・通信に関する資格：情報ネットワーク施工プロフェッショナル（iNIP Professional）、電気通信工事担任者、電気通信主任技術者（第１種、第２種）　等

　　・電気に関する資格：電気主任技術者（第１種、第２種、第３種）、

　　　　　　　　　電気工事施工管理技士（１級、２級）　　等

・建築に関する資格：建築施工管理技士（１級、２級）　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】
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